
飛躍川森林計画区の広葉樹林
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は　　じ　　め　　に

我国における広葉樹資源の急速な枯渇は、良質大径材を原料として大量に必要とする木工業界に深

刻な問題を投げかけている。

岐阜県-においても星山における広築樹林は、早くから薪炭林として利用されていたため、その多く

は君命の二次林と化している。さらに奥地林では、近年急速に伸びた大径材の寵愛に応ずるために伐

閲が進み、加えて昭和30年代後半から台頭しはじめた拡大造林のすう勢は、針葉樹林化への歩みに拍

車をかける結果となった。

このように減少しつつある広葉樹資源の現状を適確に把握するため、県経営普及課では、昭和56

年度に飛騨月儒林計画区において広築駒賦存状況調査を実施した。

本報では、当該事業の調査資料に基づき、広葉樹林の分布、生長嶺、構造について解析を行い、飛

騨月鷹林計画区の広築樹林の特性について検討を行った。

なお、調香事業における調査項目の追加、調査後の資料の提供について快く引受けていただいた県

経営普及務森林計脚係、資源調査係の方々に深く謝憲を表する。

1・調査方法及び調査資料の解析方法

調査は、飛騨〃儒林計画区内の広築樹林と針広混交林を対象として実施された。調査林分は、合計

220点で、令級階別にか所数を説分した後、無作為抽勘こより調査林小斑が決定された。調査区は

林小班のほぼ中央に設定し、.表-’1に示すように調査林分の胸高薗径により方形区の大きさを変えて

設定された。
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林分の測定は、挽種別に行われた。胸高画径は、2c初

括約で4c初以上の立木について毎木調査された。樹南は

樹種ごとに臨径階別に樹高を測定し、轍高曲線から1m

揺約で求められた。立木材韻は、胸高薗径、樹南から求

めた幹材積とした。林令は、調喬区内又は近くの立木を

伐倒して推定した。枝下寵は、平均的な上層木を選び、

その投下高を測定した。

衰-1　調査区の大きさ

プロット内の 最大胸高噂径 几ﾈ���������

4-16しm ����(��Mﾒ�

18・-34 �����B�

3　6一 ��ﾃ���

立地環境囚子として、土壌型、標高、傾斜、斜面方位、斜面形、下層植生について調べた。

調査資料の解析は、広築硯材顕が林分材頚の75%以上を占める160点について実施した。

2.調　査地域　の　概況

飛騨月靡林計画区は、図-1に示すとおり岐阜県の中央東部に位闇し、美濃加茂市で木曽川iに合流

する飛騨川流域が大部分を占め、美樹臓膚、加茂郡、益田郡、大野郡久々聾町、朝日村、南限村の

区域である。区域面積は、20万5千庇であるが、計画対象民有林が13万6手枕で、このうち広葉

鱒林は4万6干I毒〉である。

計画区の標勘ま、飛騨用の′源流部である3,000mを越す御岳山、乗鞍岳から木曽川の合流部の約

50mまでと比膏薬は大きく、計廟対象民有林では、約50-2,000称の範囲である。

地形は、上流部の大野郡では山頂に綬傾斜地がみられる早壮年期地形、中流部の益田郡、加茂郡北

部では起伏鶴の大きい壮年期地形、下流部の加茂郡南部では丘陵地形となっている。

地質は0)は、聴北部

の御岳山、乗鞍岳山麓

では安山岩で約10%

を占め、南部には実線

古生属地鯖が約20%

を占め、残りの中央部

の約70%が濃飛流紋

岩地帯となっている。

土壌は、上中流部の

緩斜面に紫色七壊、横

笛1.100m以上の斜

面、下流部の」壬陵地帯

に赤黄色系褐色森林上

擦が分布するが、約9

0%の大部分が鴇色籠

林上殿となっている。

気脹ら)ば、上中流部

では肉腫的気暖、下流

部では太平洋型矧膜で

ある。隼平均気温は、

上流部の平地で9℃、

中流部で12℃、下流

部で15℃である。
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年降水量は、平地で中流部が約2,700乃肋と多く、上下流で約2,000席秘である。最大積雪潔は、標

高の高い山岳地では1、Omを越す地域がわずかにあるが、大部分は1、Om以下と比較的少ない。

3.　結　果　と　考　察

3.1.立地環境と樹種の分布

3.1.1調査区の立地環境

広葉線の材積が75%以上を占めた調査区の立地環境を表一2に示した。

土壌型は、97%が褐色森林土壌で、BD(d)が4?%と最も多く、BD33%、BB17%であった。

この値は、適地適木調査事業の面欝〉に近い。飛騨用森林計画区の人工林率6)は約51%で、広葉櫛林

が多く分布していた肥沃な土撥の地域から拡大造林が進んでおり、B。、B良　における広葉樹林の分

布の減少傾向が大きいと考えられる。乾燥控のBB、寒冷地のポドゾル土壌の割合が少ないのは、低

山地帯ではアカマツ林、山地帯ではヒノキ林等の天然針葉樹林の分布が多くなるためと考えられる。

標高は、最低50m

から最高1,730mま

での調査区があったが

401・-800n2が3

3%と最も多い。1,6

00m以下の各標高階

は18%以上を占めて

いるのに対し、1,60

1m以上は1%とほと

んどない。上流部では

最も低い標高に属する

久々野は、標高708

mで暖かさの指数9)85:

90　と暖温帯の上限近

くにあるため、約70

0mで暖温帯と冷温帯

表-2　　調査区の立地環境

土壌型 �$R�BD �(�"���BB �+ｸ,ﾉ�ﾂ�
3.8 �32���43.1 ��b纈�3.1 

標　　高 ��-cC���一-800 ��Rﾓ�ﾃ#���一-1,600 ��ﾃc����

22、5 �32���25.6 ��r絣�1.3 

斜面方位 冉ｲ�●東 ��ﾂ�南 兌ﾙ%)&��
23.1 �#����28.1 �#r絣�1.3 

斜面形 �｢�平　衡 �<｢�複　合 �+ｸ,ﾉ�ﾂ�
6.9 田ゅr�24.4 ���0 

傾斜角・ ���Rﾓ����-20 �-c3��-40 擢ﾈ爾�
3.1 ����"�21.3 鼎"絣�2l.9 

%は、立地環境ごとの出現率

の境があると考えられ

る。久々野の月別平均気温5から減率0.6℃で暖かさの指数45℃の冷温帯と亜寒帯との境を推定する

と約　800mとなる。従って、調査区は、約50%が暖温帯、約50%が冷温帯に唇していると考

えられる。

斜面方位は、4方位が20-28%でほぼ同じぐらいである。

斜面形は、平衡斜面が69%と大部分を占め、凸型24%、凹型7%である。・

傾斜角は、3l-400が43%と最も多く、4lo以上22%と多いが、0-10。3%、11-200

11%と緩斜面で少ない。

3_1.2　調査区における樹種の材績比率

調査区の材讃比率の高い樹踵と調査区の立地環境との関係について検討していったが、材墳最多轍

種、上位2轍種合計、上位3樹種合計の調査区における材蹟比率を図一2に示した。

各調査区における材韻比率の平勤ま、材讃最多樹種で48%と約半分占め、上位2樹種で68%、

上位3櫛種で78%である。第2位の筒軽は平均で20%、第3位の橡種は10%を占める。材積最

多樹軽の出現率は、材積比率40-49%で21%と最も多く凸型を示している。上位2樹種の出現
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率は、材蹟比率50へ59“%で1

9%と最も多いが、材讃比率50

-59%以上の階では15へ19

%と高い出現率を示している。上

位3樹種の出現率は、材讃比率3

0-39%から出現するが、材積出

比率が高くなるに従い出現率が高

くなり材積比率90-100%で

30%と最も多くなっている。　現

累加出現率をみると、材績比率

50%以上を示す調査区は材蹟最

多樹種42%、上位2樹種95%

上位8樹種99宛、材讃比率80

%以上を示す調査区は材蹟最多樹

60

40

種8%、上位2樹穣31%、上位

3樹種53%である。

3.1.3　土壌型と椀種の分布　　　　0

土壌型別の材蹟最多樹種出現率

を表-3に示した。

表中において、カンパ類は約半分
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図一2　調査区における材讃比率

がシラカン′ヾで残りがダケカンバ、ミズ〆、ウダイカンバ、サクラ類は大部分ヤマザクラ、カエデ類

は大部分ウル、ダカエデ、ブナ類は大部分ブナ、ハンノキ類は大部分ヤマハンノキ、クルミ類はサワ

ゲル主オニグルミ、カシ類は全部アラカシ、シテ類は大部分アカシデである。有用広葉樹と非有用

広葉樹は賦布状況調査での分け方である。

各樹種の全体の出現率は、コナラ28%、クリ17%、ミズナラ14%、サクラ類6%、次にアベ

マキ、カンパ類、ハンノキ類となっており、賦存状況調査の蓄電譜胎)にかなり近い比率となっている。

このことは、賦存状況調査の蓄積割合が少ない薗稲について全地域に少しずつ分散しておれば調査区

で最多材横を占めることが無いと考えられるので、広葉樹軽が全地域に分散するのではなく、特定の

立地に集団として生育する傾向が大きいと考えられる。広葉樹種の中でも、アベマキ、サクラ類、ハ

ンノヰ類は集中する傾向がより大きく、ホオノキ、カエデ類は分散する傾向が大きい。

BDでは、クリ17%、コナラ15%、サクラ類13%、ミズナラ11%、ケンポナシ9%が多い。

B。(d)では、コナラ32%、クリ21%、;ズナラ18%が多い。BBでは、コナラ52%.;ズナ

ラ11%、クリ、ハンノキ類、シデ類7%が多い。3土壌型とも、コナラ、クリ、ミズナラのブナ科

の3樹種の出現率が商いが、B。.B。(d)では3樹種の合計出現率が70%を越えるのに対し、B。

では合計出現率43%と少なくなっており、その他の樹種の出現率が大きい。土壌型により樹種の出

現率が異なり、BDではサクラ類、クルミ類、ケヤキ、カシ類、ケンボナシ、BDほ)ではブナ類、ミ

ズナラ、BBではコナラ、ハンノキ類、ソヨゴ、BD.BD(d)ではクリ、カンパ類が多い傾向にある。

3土壌型の出現率に差の少ない傾向の樹種は、カエデ類、アベマキ、シデ類である。

3,1.4　標高と樹種の分布●

標高別の材積最多樹踵出現率を表-4に示した。

標高は、気温との関係が大きく、森林樺の壁画的分布に影響を及ぼしており、土壌型と同様に樹種

の出現率に特色がみられる。康高別の出現率は、400m以下でコナラ24%、アベマキ21%、ク

リ13%が多く、401へし8007完ではコナラ41%、クリ21%が多く、801-1,20・0〃2では
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コナラ87%、ミズナラ15%、クリ13%が多く、1,201〃7以上ではミズナラ47%、クリ22

%、カンパ類15%が多い。摂南の低い地域に分布し上限がみられるものは、400m以下でアベマ

キ、カシ類、800n2以下でソヨゴ、1,200m以下でコナラ、ケヤギ、シデ類、ケンポナシがみら

れる。標高の高い地域に分布し下限ががみられるものは、401m以上でホオノキ、ハンノキ類、ブ

ナ類、801m以上でカンパ類、カエデ類がみられる。各標高階全域にみられるものは、コナラ、ク

リ、ミズナラ、サクラ類である。非有閑樹種は、800mまでは20%以上出現しているが、801

nt以上では約5%となり、標高が高いと有用樹種が大部分を占める。調査区全部が暖温帯、冷温帯地

域であるが、横柄林の代表樹種であるシイ類、カシ類、ブナ類は、広葉樹の利用が進んでいるため二

次林の構成轍軽であるミズナラ、クリ、コナラ等に抑圧されており出現率が少ない。カシ類は、萌芽

性があるが伸長量がコナラ、アベマキ等よ.り少ないため、材讃最多が400n2以下で6%であるが、

2番目のものも含めると11%と割合に多い。

表-3　　土壌型別の材蹟最多樹種出現率
%

樹　　　　　種 剌o　　　　現　　　　率 劔賦存状況調査 による蓄讃割 ∠ゝ 口 
BD �$B���BB ��8�����ﾂ�

有 閑 広 葉 樹 �5(������6�����8��15(25) �3"イB��52(59) �#ｃ3鋳�24.0 

ク　　　　　　リ ��r�#R��21(29) 途��R��17(26) ��"絣�

ミ　ズ　ナ　ラ �����鋳�18(29) ��������14(23) ������

カ　ン　パ　類 釘ヲ��6(12) ��ビ��4(9) 迭繧�

サ　ク　ラ　類 ��2�#2��1(7) ������6(13) 釘縒�

カ　エ　デ　類 �"ィ��1(4) ��ビ��2(4.) 釘�2�

ア　ベ　マ　キ 澱ッ��6(7) 釘ィ��5(6) �"綯�

ホ　オ　ノ　キ ������0(3) ��ィ��0(3) �"紕�

ブ’ナ　　類 ������4(4) ������2(2) ��纈�

ハン　ノ　キ類 �"ィ��1(4) 途��R��3(6) ��紕�

ク　ル　ミ　類 �"�"��0(0) ������2(2) 鳴�2�

ケ　　ヤ　　キ 釘ッ��0(0) ������l(2) �����

カ　　シ　　類 �"ッ��1(1) ������1(3) ��縒�

そ　　の　　他 ����ﾒ�0　- 滴��ﾒ�1　- �"縒�

小　　　計 都�����ﾒ�91　- 塔X��ﾒ�86　- 都b�2�

非 �5h����6h����}��4(11) �2ヲ��7(11) 釘�����ー 

有 �5���987ﾈ��6���5b�9(11) ������0(0) �2ィ��一 

尉 広 �5ﾈ������8�������58�b�0(2) ������4(19) ��ィ��一 

欒 樹 �+ｸ����,ﾈ�����ﾂ�8　　- 塗��ﾒ�4　- 塗����ﾒ�ー 

小　　計 �#���ﾒ�9　　一 ��X��ﾒ�14　一 �#2縒�

()書きは各調査区において材韻最多又は2番目であるものの割合を示す。

一般に、コナラは主に暖温帯の二次林の代表的樹種であり、ミズナラiは主に冷温帯の二次林の代表

的樹種であるが、2樹種と標高階に重なりがみられるため、表-5.6に示すように、気温と大きい

関係がある斜面方位と標高から材讃最多の調査区の出現か所数をみてみた。
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コナラは、標高50

mから1,110mまで

分布がみられる。1,0

00ni以上の分布は、

本州の分布の上聞手近

く、御岳山、乗鞍岳の

山麓に位置しており、

山塊効果の影響がある

と思われる。コナラに

おける北、東向きと南、

西向きの出現か所数を

みると、0-40　0n2

で4か所と5か所、4

01-800彬で7か

所と15か所、891
一-l,200mで4か所

と11か所となってお

り、標高が高くなれば

南、西向きの出現率が

高くなる傾向がみられ

る。しかし、コナラが

乾性な土壌であるB。

に多い傾向もあるため、

斜面方位が気温だけ.で

なく常風の方向と関連

し土壌の緯線への影響の

もあると考えられる。

衰-4　標高別の材讃最多樹種出現率

櫛∴∴∴∴欝 剌o　　　　現　　　　率 
0-400m 励���霍ﾈ-c�ﾃ#��ﾒ���ﾃ#��ﾒﾒ�

有 用 広 葉 樹 �5(���6�����8��24(49). 釘��ゴ���37(42) 偵�����

ク,　　　　リ ��2�#R��21(28) ��2�#���22(29) 

ミ　ズ　ナ’ラ �2�2��4∴(9) ��R�3"��47(64) 

カ　ン/ヾ　類 ������0(0) 迭�#"��15(29) 

サ　ク　ラ　類 澱モ��7(17) �"�����4(11) 

カ　エ　デ　類 ������0.(0) 迭ビ��4(工4) 

ア　ベ　マ　キ �#��#"��0(0) ������0(0) 

ホ　オ　ノ　キ ��������0(2) ��コ��0(4) 

ブ　　ナ　　類 ���,ﾂ�2(2) �"�"��0(0) 

ハ　ン　ノ　キ類 ��ﾒ����4(8) �"��R��4(4) 

ク　ル　ミ　類 ������0(0) 唐モ��0(・0) 

ケ　　ヤ　　ギ �2ッ��0(0) �"�"��0(0) 

カ　　シ　　類 澱�����0(0) ������0(0) 

そ　　の　　他 �(����ﾒ�0　　- �8����ﾒ�0　　一 

小　　　計 都�����ﾒ�79　　- 涛H��ﾒ�96　　- 

非 有 �5h����6h����}��8(14) ��cb��2��・2(10) ������

ケ　ンボ　ナ　シ 澱モ��6(6) �"�"��0(0) 

用 広 �5ﾈ������8�������52�3(3) ��ヲ����0(0) ������

築 樹 �+ｸ����,ﾈ�����ﾂ�5∴∴・- 祷����爾�2　　- 滴����ﾒ�

小　　　計 �#(�bﾒ�21・　- 塗����ﾒ�4　　- 

()書きは各調査区において材積最多又は2番目であるものの割合を示す。

表-5　コナラの標高、方位別か所数
ミズナラは、標高380mから1.

560mまで分布がみられる。ミズ

ナラにおける北、東向きと南、西向

きの出現か所数をみると、0→40

0mで1か所と0か所、401へ8

00mで共に1か所、801-1,2

00mで4か所と2か所、1,201

n7以上で7か所と6か所となってお

り、標高が低い所で北、東向きが多

い訳でもなく双方に出現する傾向に

ある。

3.1.5　立地環境因子のスコア化と

樹踵の分布

樹軽の分布を立地環境から検討す

.るため、表一7に示すよう.に立地環

境因子の数遷化を行った。.

か所

方　　位 冉ｲ�東 ��ﾂ�南 佗b�

0一-　40’0刀宅 ���3 ���4 湯�

800 �2�4 途�8 �#"�

・1,200 �"�2 澱�5 ��R�

表-6　ミズナラの標高、方位別か所数

方　　位 剿k ��"�西 �>ﾂ�計 

0-　400n2　0ll 劔0 ���1 

~　800 ������1 ���2 

→1,200i �(�b��"�0 �"�6 

1;201一- 釘��2�5 ���13 
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土壌型は、褐色森林土について土

鞍の湿り具合により、線性なB丘・の

1から乾憧なBBの4までとし、他

の土壌は褐色森林土に準じた。穣高

は、調査区の標高をスゴァとした。

斜面方位は、北を1とし暖かくなる

に従い、数値を高くし南を4とした。

斜面形は、水の動きから薬水する凹

型の1から凸型の3までとした。傾

斜角は10oごとに区切った。

樹種別の材霞最多調査区における

平均スコアは、表-8のとおりであ

裳-7　立地環境因子のスコア

土壊型 �)|｢�BD �(�"���BB �+ｸ,ﾉ�ﾂ�
1 �"�3 釘�2一-5 

標　　高 儷xﾘ"��/�5�5(4�,h+x.��"�

斜面方位 冉ｲ�粟・ ��ﾂ�南 兌ﾙ%)&��
1 �"�3 釘�2.5 

斜面形 �ｨﾅ��平衛 �<ｨﾅ��- ��ｲ�
l �"�3 �｢�ー 

傾斜角 ��爾ﾓ����一-200 �-h�S3��"�・-400 鼎��(爾ﾒ�

1 �"�3 釘�5 

る。

標高の平均は、カシ類、アベマキが約200m、ケヤギ、シデ類、ケンポナシ、ソヨゴが約500

m、コナラ、クリが約700m、サクラ類が約800m、ハンノキ類、クルミ類が約900m、ホオ

ノキ約l,000m、ミズナラ、カエデ類、ブナ類が約1,100脇、カンパ類約1,300mである。

200雄からl,300ntまでの閏に大きな間隙なく穣踵が分布している。総平均は688mで、非有

用樹霞はいずれも総平均を下回っている。

土讃塾は、総平均が2.8である。クルミ類は1.3で最も親睦であり、サクラ類、カエデ類、ケンポ

ナシ、カシ類は約2.0で割合線性な土顔に分布している。ソヨゴが3.7と最も乾睦で、ホオノキ、ハ

ンノキ類、コナラ、ブナ類は割合乾性な土壌に分布している。

斜面方位は、総平均が2.7である。カシ類は4・0で南向きであるが、コナラ、クリ、アベマキ、ケ

ヤキ、ソヨゴは約3で南、西向きが多い傾向である。ホオノキは1.5で、北、東向きに多い傾向であ

る。

斜面形は、総平均が2.2で、ソヨゴが2.7と凸型に多い傾向である列、他の繊種では総平均に近い

スコアである。

傾斜角は、総平均が3.7である。サクラ類が4.4で最も急傾斜地に分布するが、シデ類、ブナ類も

割合急傾斜地に多い傾向である。カンパ類は2・3と割合緩傾斜勘こ多い傾向である。

樹種の分布状況について、立地環境因子の中で特色が出ている標高と土欝型スコアから図化したの

が図-3である。

主な樹種について、土顔型スコアの平均値における標高の分布離間をみてみた。標高350m、8

00m、1,000m、l,200nlで徴種分布の交替が割合みられる。350m以下では、湿性な土壌

からサクラ類、カシ類、アベマキ、クリ、コナラ、ソヨゴとより乾性な土壌に分布している。350

m-800mでは、湿腔な土接からケヤギ、サクラ類、ケンポナシ、クリ、ミズナラ、シデ類、コナ

ラ、ハンノキ類、ソヨゴが分布している0　800-1,900niでは、瀧性な土壌からクルミ類、サク

ラ類、クリ、ミズナラ、ブナ類、コナラ、ハンノヰ類、ホオノ手が分布している。l,000mへ1,

200niでは、湿惟な土壌からサクラ類、カエデ類、クリ、ミズナラ、ブナ類、コナラ、ハンノキ類、

ホオノヰが分布している。1,2・00m以上では、漫性な土壌からサクラ類、カンパ類、クリ、ミズナ

ラ、ブナ類が分布している。

調査区において材積が多い2樹種の組合せ(但し、2番目の樹種は10%以上の比率のもの)で、

.標高と土壌型ス.コアによる分布状況を図一4に示した。

上位2樹種の組合わせのうち4調査区以上を出現したものを掲げたが、コナラとは8樹踵との組合

わせで最も多く、ミズナラとは3繚種、クリとは3・穂積、サクラ類とは2横種で、その他の梯種とは
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表-8●　材蹟最多調査区の平均スコア

聞●　種’ コ　ナ,ラ 剳W　　　　高 �7����������斜面方位 們���lｨ��ﾆ��傾　斜　角 

658(561) �2���2����2.9(3.0) �"�2�"�"��3.3(3.5) 

ク　　　　　　リ 都#茶s3���2.8(2.9) �2���"繧��2.2(2.1) 滴�S��8�S鋳�

有 �7���5���6���8��1,105(1,080). �"纈�"繧��R�2.2(2.4) �"紕�"�2��3.8(3.5) 

カ　ン　パ　類 ��ﾃ3�"��ﾃ#�ｘ�R�2.7(2.8) �"繧�"����2.2(2.3) �"�2�2����

用 �5H��4���8���}��770(786) �"���"�2��2.さ(2.3) �"�"�"�2��4.4(4.4) 

カ　エ　デ　類 ��ﾃ�����ﾃ##r��2.0(3.0) ��縒慰ヲ��2.0(2.1) �2���2����

広 �4���7���7ﾘ��4ﾂ�200(197) �"繧�"繧��2.9(3.0) �"���"����3.5(3.6) 

ホ　オ　ノ　キ �｢ンコ��一(3.5) �����絣��-(2.3) ��ｲィ�2��

葉 �7X��6���}��6�986ﾘ4ﾉ}��1,107(1,107) �2���2����2.0(2.0) �"���"����4.3(4.3) 
878(879) �2�2�2����1.8(2.2) �"���"�2��4.0(3.7) 

ク　ル　ミ　類 塔��ャ����1子3(1.3) �"���"����2.0(2.0) �2縒�2縒��

櫛 �5�����8H����4ﾒ�ー(533) ��ｲ�"����一i(3.0) �｢�"����-(4.0) 

カ　　シ　　類 ��ｲ�#�ｒ�ー(2.3) �｢ィ����ー(2.0) ��ｲ�2繧��

そ　　の　　他 �33��2.5　- �2������爾�1.8　　- 釘�(����爾�

平　　　均 都�R�2.8　- �"繆��ﾒ�2.2　　- �2繆����爾�

非 �5h����6h����}��516(604) �2���"繧��2.0(2.4) �"�8�R�"�2��4.4(4.2) 

有 朋 �5���987ﾈ��6���5b�514(468) �"���"ﾃ���2.6(2.8) �"���"����3.4(3.5) 

広 葉 樹 �5ﾈ������8�������52�ー(520) 辻�2縒��ー(3.0) 辻�"縒��ー(3.5) 

そ　　の　　他 鉄3b�8.0　- �"������爾�2.2　　一 �2繹����爾�

平　　　均 鉄#R�2.8　一 �"����爾�2.2　　一 �2纔����爾�

ま　∴　詰∴∴均. 田モ�2.8　一 �"緝��ﾒ�2.2　- �2繆����爾�

()蕾さは各調査区において材讃最多又は2番目であるものの割合を示す。

1樹種との組合わせであった。標高350m、900m、1,200mで轍軽輩の交替がみられる。

350m以下では、湿性な土頚からクリ・サクラ類、コナラ・アカマツ、コナラ・アベマキが分布し

ている。350mへ900mでは、湿牲な土壌からクリ・サクラ類、コナラ・ミズナラ、コナラ・ハ

ンノキ類、コナラ・サクラ類、コナラ・シデ類、コナラ・クリ、ミズナラ・クリ、コナラ・アカマツ、

コナラ・ソヨゴが分布している。900へ1,200mでは、湿牲な土壌からク・リ・サクラ類、コナラ

・ミズナラ、ミズナラ・クリ、コナラ・アカマツが分布している。1,200m以上では、湿蛙な土壌

からクリ・サクラ額、ミズナラ・カンパ類、ミズナラ・クリが分布している。

3.1.6　横靂分布による地域区分

飛騨用辞林計画閉こおいて、標高、比商学、起伏壁、土壌型等の植生に大きな影響を与える立地環

靖要因か輿なっており、各地域の樹種の分布から地域を区分すると、図一5に示すように6地域に区

分される。加茂暗部は、美濃加茂市、加茂郡坂祝町、富加町、川辺町、七宗町の区域である。加茂東

部は、加茂郡八百津町、日用町、寮白月蘭の区域である。益田南部は、益田郡金山冊、下唇町の区域

である。益田北部は、益田邪教原町、小坂町、馬瀬村の区域である。大野西部は、大野郡久々野町、

朝日村の区域である。大野東部は、大野都南枝村の区域である。区域の特色として標高が大きく影響

-26一



1.5　　　　　　　2.0

(BD)

3.5　　　　　　4.0

(B寄)

l.5　　　　　　2.0

(BD)

2.5　　　　　3.0

館D(d))

土壌型ス　コ　ア

図-4　材積最多樹種群の標高と土壌型スコアによる分布

しており、加茂西部50-400m、加茂東部130-980m、益田南部270へ730m、益田

北部540へ1,150m、大野西部740-1.250m、大野東部940-1,730mとなっている。

調査区における材績最多樹種の地域別分布を案一9に示した。

加茂西部は、アベマキが89?名と最も多く、コナラ28%、カシ類11%が多く分布している。加

茂東部は、コナラが48%と最も多く、クリ24%、サクラ類、ケンボナシ8%が多-く分布している。

益田南部は、コナラ、シデ類が21%と最も多く、クリ14%が多く分布している。益田北部では、

コナラが37%と最も,多く、クリ13%、ハンノキ類、ミズナラ、サクラ類7%が多く分布している。

大野西部は、コナラが33%と最も多く、ミズナラ、クリ19%と多く分布している。大野東部は、
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ミズナラが41%と最も多く、クリ22%、

ガンバ類13%が多く分布している。

3.2　上層木

杯分の生長経過、樺達について、上層木を

中心に解析を行っていったので、調査林分中

における上層木の占める位鐙について検討し

た。

上層木は、植生調査の高木腐、亜高木層に

相当し、上腐林霜を構成する立木とした。

野帳からの軽分は、上層木と下麿木では樹種

構成が遭うこと、上層木と下底木との間の轍

南、胸高厘径(胸高断面積)の箆的分布にギ

ャップが任じることによった。調査が胸高蘭

径3c初以上で行うたため、小径林分では上爛

木の区分はできなかった。

上層木の磁高幡は、最高樹高10mで1へ

4m、15mで1-7m、20mで5~14

mであった。胸高瞳径の幅は、10偽で2~

4肋、20鋤で6一-14鋤、30伽で10→

20肋である。胸南画径3飾以上で上層木の

占める本数割合は、5-80%となっている

が、立木密度が5,000本/ha以上の林分で

は50%以下と少ない比率となっている。
図-5　樹種分布による地域区分

表-9　　材蹟最多樹種の地域別分布

加茂西部 ��l�8ﾉYB�益田南部∴ �i69fｹYB�I 　大野西部 ��Ynﾉ8ﾉYB�

ア　ベ　マ　キ �5(����6���8��コ　ナ　ラ �5(����6���8��コ　ナ　ラ �7���5�6���8��

39(44) 鼎ｃc���21(36) �3rイr��33(41) 鼎�ゴ2��

コ　　ナ　ラ �4���������8｢�シ　デ　類 �4���������8｢�ミ　ズナ　ラ �4���������8｢�

28(50) �#B�3"��21(21) ��2�#2��19(44) �#"�#ｒ�

ウ　シ　類 �5H4���8���}��ク　　　　リ �6�986ﾘ4ﾉ}��ク　　　　リ �4ｨ��987�}��

11(17) 唐モ��14(18) 途��r��19(36) ��2�#R��

ク　　　　リ �5�987ｸ6�5b�ミ　ズナ　ラ �7���5�6���8��カ　エデ類 �5(����6���8��

6(22) 唐モ停�7(11) 途��2��7(11) 湯�ﾆﾂ��

サク　ラ　類 ����������������5ﾈ���ﾈ8�����5"�サク　ラ　類 �5H4���8凩��・ハンノキ類 �5H4���8凩��

6(　6) 釘��b��7(25) 途��2��4(11) 澱�����
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嬢陳は割稲の遅いを示す

と段;本∴蚊

下段:脱稿断面積

80822

27砂偽a

1.000　　　　　2.000　　　　　8.000

2　　　-1　　6　　　8　　10　　12　●　i4

図-6

1.(抑)　　　2,000　　　　8.000　本/竹a

2∴∴∴4　　　6　　　8　　10　　12　Iが/んa

l,000　　　　2.000

2∴∴∴4　　　6　　　8　　10

樹南隣別の本数、胸高断面積
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調査区の中で材積が27-406扉/庇の9林分について、上層木の範囲と樹高幡別の本数、胸高

断面積を図-6に示した。

主に櫛種構成により区分したものは、80B22と81BO5である。80B22は、上層木の主

体がクリ、コナラ、下層木がヤマサクラ、アカシデ、エゴノキ等である。81BO5は、上層木の主

体がコナラ、下層木がウル、ダカエデ、ゴンゼソ、コハウチワカエデ、ソヨゴ等である。選的な分布

により区分したものは、93EO4、93EO5で、2林分ともにミズナラのほぼ単純林である。

その他の調査区は、擬穣構成と壁的な分布によ、り区分した。93CO6、93C24の上層木は、

共にミズナラ、シラカン′ヾである。83F35は、最上麿にアカマツが点在している林分で、上層木

の主体はコナラ、アカンテである。83EO8は、ダケカンバ、ブナ、トチノキ、チョウセンゴヨウ

が上層に混交している。93F40は、最上層に天然ヒノキがある林分で、ブナ、ミズ羊、ヒトツ′ヾ

カエデが上鰭で混交している。

天然生広築樹では、立木本数の取り扱いを人為的な測定限界によると統二的な理解ができないとし

て、菊沢ば林分の量的把握をするためY-N曲線を掲げている。Y-N曲線における上層木の範囲に

ついてみてみた。

閣一6に掲げた林分のY-N曲線を図-7に示した。

隷丸から糠がlこ燭木 

93F4 98鴨O4 93豊O8 涛4R�

〇・ �� 塔4c3R��2Ε#B� 

81BO5 

93 80B22 ��b�「 

「 �� �� ��

500　　　　　l,000

立　　木　　蒋∴∴∴質

図-7　　Y-　N曲線
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9林分のY-N曲線は、最大径級から上層木の範囲において、ほぼ同じ勾配の直線に通いが、下層

木では水平に近い勾配で画線に近い。上層木は、上層林冠にあって光をよく受けているため、林分全

体における大きな生長畳、相関を占めているためと考えられる。図中において上層木の範囲で勾配を

求めてみると、約0.6へ0.7であり、

上にあるのは、最大胸高薗径が9

6鋤、上層木の平均胸高直径が4

4鋤と南方とも9林分中最大であ

るため、本数に対応する材積が大

きいためである。本数約300本

/庇で材積約150〃クツ地で近接し

ている93E O5、93F40、

93E O4、83F35は、上層

木の平均胸高筒径が約20肋であ

るため本数に対応する材積が近い

ことによっている。全調査区の中

で上層木の平均胸高宙径の最大が

93E O8であり、80B22が

かなり小さい方であるため、2曲

線の間に各調査区のY-N曲線が

大部分位置していると思われる。

林分材軽と上層木材積との関係

について、図-8に示した。

林分材積に占める上層木材積の

割合は、30へ98%であった。

林分材積と上層木材積との関係を

みると、相関係数が0.9327と高

く、直線回帰式が菊ひ=l.0898

勿Ⅴ-0.3096である。回帰式は

林分材韻の小さいものはど上層木

材積の割合が小さく、林分材蹟

50mソhaで64%、・100冴/ha

で70%、200mさ,偽aで75%で

ある。

3.3　生長経過

3.3.1櫛高生長

林令と上層木の平均撹高との関

係を図-9に示した。

調査区は、林令が6-93年で

20-50年に多く、コナラ、ミ

ズナラ、クリが大半を占める樹種

稽成からも●割合若い二次林が多い。

樹高は、6.4-20.1mであった。

林令と樹高との間では、割合バラ

他の調査林分もおおよそ近い値であった。93EO8が最も左

平15

均

閏10

’書手

叩J

5

20　　　　　　40　　　60　　80100 200　　　　　400　証布a

抹∴分∴i材　碩　　　V

図一8　林分村韻と上層木材讃

0　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　.100年

休　　　　　　　令

図一9　上層木の撹高生長
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ツキがみられる。地力と密接な関係にある土類型によっても、生長に差がみられない。-椴には広葉

樹林において、針葉樹と同様、斜面の下部で生長が良く、上部で生長が悪いため、薫が認められない

原因は不明である。平均的な樹高生長の推移をみると、10年で7.Oni、20年で9.6m、40年で

12・8m、60年で15.Omである。飛馴摩林計画区のスギ人工林林分材績表と比較すると、生産

力の最も低い地位級5よりも悪く

10年で広葉樹が1.5ni良いが、

20隼で運転し40年で広葉樹が

約3n宅悪くなっている。.広築樹は

初期生長は早いが、老壮令林では

伸びが少ない傾向である。

初期生長が良いのは、大部分二　平

次林であるためと思われる。広築　均30

樹二次林の上層木は、前壁掛伐採　胸

後、被圧されて陶汰されな.いよう　菌

生き残ってきたものである。樹轄∴償20

ごとに好適な生育環境が襲なって.径

おり、立地ごとに樹種構成の巽な・

る広葉樹林が成林する。稚樹が小

さい時には生命の惑いブナでは、

更新時にはある積度大きくなけれ

ば被圧されたままになる可能性が

ある。

3.3.2　胸高直径生長

林令と上腐木の平均胸高直径と

の関係を図-10に示した。

胸高直径は、6.5へ44.4cmま

でで、約10→20鋤のものが多

い。平均的な胸萬壇径の推移は、

20年で10伽、40年ゼ16鋤、

60年で20肋と樹商とは輿なり

除々に肥大している。スギ人工林

と比較すると地位級5とほほ同糧　弁

慶と悪い。広築樹林を有用広葉樹

の大径材坐産を行うためには間伐　材

を行って、肥大生長を増加させな

ければ大径材になるまでには寅年∴積

月力泌要と思われる。スギ、ヒノ

キ人工林では、成木林が放鐙され

れば上長生長は続くが、肥大生長

が抑えられ、天然広葉樹林では特

命杯でも肥大生長が続くため、林

分内での自然間引が針葉樹林より

も強く起きているためと考えられ:

7小筒a

400

20　　　　　40　　　　　60　　　　　80　　　　100　軍

林　　　　　　令

’図-10　上層木の胸高匝径生長

40　　　　　60　　　　・・80　　　　　100　　　年

葡　　　　　　令

●図一11　林分材積の生長
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る。広葉櫛林では、社命林で樹高生長が次第に少なくなっているため、この時点では横冠の弦がりに

よることが自然間引きに大きく影響していると考えられる。

3.3.3　材蹟生長

林令と林分材韻の関係を図-l

1に示した。

林令と林分材韻の関係は、轍商、

胸高直径よりもバラツ羊が大きく、

土壌型による生長差も認められな

い。平均的な材讃生長の推移は、

20牢で75mシ庇、40牢で1　幸

30扉/んa、60年で170n〆/

haで、スギの地位級5の20年で

169mシha、40年で345m3

/庇、60年で447mシんaより

もかなり少ない。75年生で40

扉/ha等、林令に対して材積の少

ない林分は、調査時において疎林

状態のものが多く、前生樹伐採後

の更新が不良であった林分と考え

られる。.

3.4　上層木の林分構造

3.4.1闘軍と胸高直径、枝下

商

上層木における樹高と胸高直径

の関係を図一12に示した。

形状比は、39-145と林分・

による差が大きい。平均的な形状

比をみると10鋤で100、20.

肋で70、30鋤で58、生0鋤

で48であり、胸高直径が増加す技

ると急速に形状比が小さくなって

いる。これは、胸高直径は太くなド

っても生長畳が小さくならないが

繍高は15mを越すと生長"箆が減
討　`1

少するためである。

上層木における樹高と枝下高の

関係を図一13に示した。　　　　　2

樹宙と枝下帯の関係は、パラツ

キは認められるが、横南の増加に

従い枝下高の増加する割合喧線

的な傾向が認められる。平均的に

は、樹高10mで5mの枝下高、

O　　　　　　　10　　　　　　　　20　　　　　　　　30　　　　　　　　40　鋤

卑∴均　胸　一対∴憤∴従

図一12　上層木の繚高と胸高直径

5　　　　　　　10　　　　　　　15

幸　　均　　的　　商

圏-13　上層木の轍高と枝下高
.I
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15棚で7m位と樹高の約半分軽度である。枝下高と土壌型との関係は認められない。広葉欝の良質

大径材生産を早めるために間伐を行う場合、一般的には肥沃地で轍高の高い林分で実施するのが枝下

高が高く生産力があり効果的と考えられる。

3.4.2　立木密度と緻高、胸高直径

上層木における立木蟹度と樹南との関係を図-14に示した。

立木密度と樹高との関係は、棉関係数0.6421、回帰武雄H=-0.5685匂n十2.746工であった。

両対数グラフで直線的な傾向ではなく、やや曲線的な傾向が認められる。樹高が15mより高くなれ

ば急速に立木密度が減少する傾向が認められる。

上層木における立木欝度と胸高壇径との関係を図-15に示した。

60　80100　　　　200　　　　400　　600　約01,000　　　2,000　　　　4,000本イ!a

虹　ネ　幣　度　　爪

図一14　上層木における立木密度と樹高

60　80100　　　200　　　400　600　8001.000　　2,000　　　4,000本・力。

立　本　籍∴度　　n

図-15　上層木における立木密度と胸高直径
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立木密度と胸高直径とは、両対数グラフで割合直線的な関係が認められ、柏関係数0・8322、回

帰式が脅D=-0.4582脅n十2・4658である。最多密度線は脅D=一0.4582脅yn十2.6945であ

った。回帰式は、2,000本/庇で8・9鋤、1,000本/庇で12肋、500本/庇で16、5肋、2

po本/庇で25・5鋤、100本/庇で35c腫あった。柳谷畳ま、蔚地方のクヌギ林において、平均
胸高画径と成立本数との間に菊N=4・78922-1・48818脅Dの管理緑(回帰式)を求めており、

この線は図-15よりもやや上方に位置し、立木本数に対応する胸高直径が大きい。クヌギ林では、

立木本数に下層木も加えていることによっているためかもしれない。立木密度と胸高直径との関係が

樹高との関係よりも強いのは、自然闇引による立木密度の減少が密度効果により、胸高直径生長に大

きな影響を与えるためと考えられる。広葉轍林は、スギ、ヒノキの単純林よりも胸高直径に対する立

木密度がかなり低いが、広葉樹林の単純林と混交林との間、繊撞間では差が認められなかった。従っ

て、どんな樹種でも広葉樹林の上層木の間伐は、直径生長に大きな効果が認められると考えられ、目

標径級に肥大生長させる場合の残存本数が図-15から、おおよそ想定できる。

20　　　　　40　　60　00100　　　　　200　　　　400星/ha

立　木　材　積∴∴∴0

図一16　上層木における立木材横と櫛高

3.4.3　立木材積と翰高、胸高直径

上層木における立木材積と櫛高との関係を図一16に示した。

立木材積と燐高は、両対数グラフで直線的関係がみられ、相関係数0.7412、回帰式匂H=0.3

299菊0十0.4352　である。立木材韻の少ない40mシhaでは6-15m、150扉/庇で13-

21mのバデッキがみられる。樹高に対応した最多相接は直線的な傾向が認められ、鱒高6mで46

M/庇、10mで130mンha、15桝で280〃グ/haの脅H=0.496勿0-0.0408彊度と考

えられる。

上層木における立木材横と胸高彊径の関係を図-17に示した。

立木材質と胸高壇径とは、バラツ羊が多く轍高ほど直線的傾向は認められないが、最多材讃線がお

およそ認められる。最多材横線は、・胸高直径8肋で90mシ庇、10肋でi26n〆/庇、20a汀で3
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30mソhaの脅D=0.665菊ひ-

0.396攫度と考えられる。

3.4.4　立木密度と立木材績

安藤による針葉鶴の密度管理図1)

では¥平均幹材贋と立木軽度との経

度効果により等平均樹高線、最多経

度曲線を算定’して作成されてるが、

本調査では平均幹材積と立木密度と

にバデッキが大きく算定が困難であ

った。そこで、横高騰別の立木密度

と立木材韻との関係を図-18に示

した。

樹南隣別に見た場合バラツキが多

かったが、おおよその位置として筆

硯南緯を請人した。バラツキは、単

純林に近い林分、轍種の混交が多い

林分ともに大きく、原因は不明であ

る。胸高薗径階別の立木材積と立木

密度との関係を図一19に示した。

樹∴∴高∴∴節

▲　8m(7.5へ8.4I17)

°10m(9.5-10.4〃l)●

*12m(ll.5-12.4m)

高雄a　　・14m(13.5へ14.4偽)

20　　　　　40　　60　80100

立　木　材∴機∴∴∴u

200　　　　　400加’イ脇

図-17　上層木における立木材韻と胸高直径
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20、 18 ∴小 ��
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/’ ����●　X 傲ﾒ� �5��A ��
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60　80100　　　　200i　　400　600　的0l.000　　　2-000　　　4,0 劔劔�00 

立　　木　　欝　　塵

.図÷18　上層木における立木密度と立木材積(樹萬階別)
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図-19　上層木における立木密度と立木材積(胸高直径階別)
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図-20　上層木における立木材預と胸高断面積合計
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胸高彊径階別の立木材韻と立木経度は、樹高階よりも密接な関係が認められる。等胸高直径線は、

平均幹材積と立木密度による密度効果から求めるには胸高瞳径階別の点数が少なかったため、等轍高

線と同様、立木材積と立木密度の勘こフリーハンドで話人した。最多緯度線は、針葉轍の密度管理図

上においては、線種ごとに暫通性があり、林分に人手即日えなく自然災害がなければ最多密度線に近

すいていくが、広築樹林は天然林であるため飛騨月麻林計画区における最多密笈林分を示すことにな

る。最多密度曲線は、針葉櫛では平均幹材韻と立木密度による欝度効果から求められるが、ここでは

立木密度と胸高直径の最多密度曲線から求めた胸高画径に対する立木欝度から得た。.最多密度曲線は、

菊0ニー0・290菊n十3・34となった。スギ、ヒノキ、カラマツの林分軽度管理図では、最多密度

曲線の勾配が-0・9184--0・5619で、広築樹林の勾配-0.290はかなり大きな値である。従って、

立木材譲に対応する立木密度の減少が多く、自然間引が起り易いことが認められる。

0　　　　　　5　　　　　10　　　　　15　　　　　20　　　　　25　　　　　30　　　　　35励a

平均胸高薗径から野定した胸南断面積合計　s′

図-21上層木における胸高断面積合計と平均胸高直径

から算定した胸高断面積合計
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4.4.5　胸高断面積合計

上層木における立木材嶺と胸高断面積合計について図-20に示した。.

立木材積と胸高断面積合計とは密接な関係が認められ、相関係数0.9311、回帰式場び=1.41

02脅s-0・2943であった。回帰式は、10"t/庇で50〃〆/庇、20m㍉/庇で135n手/庇、3

0ni/庇で240mシ庇である。相関係数が商い値を示すのは、胸高直径と立木密度が高い相関を示

しており、立木材積が胸高薗径の二乗に比例する胸高断面積と立木本数との積に密接な関係があるた

めと考えられる。

上層木の胸高断面積合計と平均胸高直径から算定した胸高断面積合計との関係を図一21に示した。

胸高断面積合計は、平均胸高彊径から算定しても近似した値であり、相関係数0.9920、直線回帰

式s=1.044s’十0.301であった。従って、上層木の胸高断面積合計は、平均胸高直径から推定し

てもほとんど差がないと考えられる。

生　　　　ま　　　と　　め

飛騨川森林計画区において行った広葉樹賦存状況調査の資料により、調査地域の広葉構杯の特性に

ついて検討した。

1.広葉樹種の分布は、立地環境に影響されており、特に標高と土壌型が大きな因子となっている。

2.広葉樹の樹高、胸高直径、立木材積の平均的な生長経過は、おおよそスギ人工林の地位級5以

下で良くない。

3.櫛高生長は、林令10年までが極めて早く、以後次第に生長量が減少する傾向がある。

4・上層木の胸高直径と立木密度とは、密接な関係があり、柏関係数0.8322、回帰式脅D=-

0.4582勿n十2.4658であった。

5.上層木における立木材積と立木密度との関係については、擬高階別ではバラツキが多いが、胸

高壇径階別では非常にバデッキが少ない。

6.上層木における胸高断面積合計と立木材積との間には密接な関係が認められ、栖関係数0.93

11、回帰式呼び二1.4102脅s十0.2943であった。

7.上層木の胸高断面積は、上層木の平均胸高桓径から計算しても近似値が得られ、相関係数0.9

920、直線回帰式s=1,0445吉′十0.3006であった。
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